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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＯＬ（１２）を受け入れるためのスペース（１９）を備えるとともに、対向する側壁
上に開口（１７ａ、１７ｂ）を有するカセット本体（１３）と、
　前記カセット本体（１３）を閉鎖するためのカセットリッド（２３）と、
　前記カセット本体（１３）上に設けられ、前記カセットリッド（２３）により閉鎖され
た前記カセット本体（１３）をインジェクタ（３１）に締結し、且つ前記インジェクタに
対して向きを定めることができる結合手段と、
とから構成され、
　カセットが閉鎖されたときに、前記カセットリッド（２３）が前記受入スペース（１９
）及び前記開口（１７ａ、１７ｂ）を閉鎖することを特徴とするカセット。
【請求項２】
　前記カセットリッド（２３）の縁部と前記カセット本体（１３）との間にシールが設け
られる、
ことを特徴とする請求項１に記載のカセット。
【請求項３】
　前記シールが、前記カセット本体（１３）のハウジング外周の周辺溝内に構成される、
ことを特徴とする請求項２に記載のカセット。
【請求項４】
　前記結合手段は、第１の結合手段および第２の結合手段より構成され、
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　前記第１の結合手段は、前記インジェクタ（３１）上の第２の結合手段と回転可能に相
互作用することができることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のカセッ
ト。
【請求項５】
　前記カセット本体（１３）は、前記カセットリッド（２３）が前記カセット（１１）の
閉鎖状態で置かれ、シールを形成することができる周辺シール縁部を外部に有することを
特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のカセット。
【請求項６】
　前記カセットリッド（２３）及び前記カセット本体（１３）を共に解除可能に接合する
ために、前記カセットリッド（２３）及び前記カセット本体（１３）上に相互連結手段が
設けられることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のカセット。
【請求項７】
　前記相互連結手段は前記カセット（１１）の対向する側部に設けられて、前記カセット
本体（１３）と係合状態にすることができる２つの枢動レバー（２５）により形成される
ことを特徴とする請求項６に記載のカセット。
【請求項８】
　２つの延長部が、前記カセットリッド（２３）の短側部上に成型され、前記延長部の各
々の上に前記枢動レバー（２５）のうちの１つが回転可能に配置されることを特徴とする
請求項７に記載のカセット。
【請求項９】
　前記カセット本体（１３）はカバー（１４）によって部分的に閉鎖されることを特徴と
する請求項１乃至８のいずれかに記載のカセット。
【請求項１０】
　インジェクタピストン（２０）が軸方向に変位可能に誘導されるインジェクタ本体（３
５）と、前記ピストンの本体に隣接するとともにカセット（１１）を受けるためのアパー
チャ（３９）を有するインジェクタ前部と、前記アパーチャ（３９）に隣接するとともに
近位開口及び遠位開口を有するインジェクタノズル（３３）とを備え、
　請求項１乃至９のいずれかに記載のカセット（１１）は、前記アパーチャ（３９）内に
配置されていることを特徴とする、眼球内レンズ（３３）を排出するためのインジェクタ
システム。
【請求項１１】
　前記カセット本体（１３）を前記インジェクタ（３１）に接続して向きを定めるために
、前記カセット本体（１３）及び前記インジェクタ（３１）上に結合手段が設けられるこ
とを特徴とする請求項１０に記載のインジェクタシステム。
【請求項１２】
　前記結合手段は、相互に作用するジャーナル（１５）、円筒形ジャーナル容器（４１）
、およびクリップ（４３）により形成されることを特徴とする請求項１１に記載のインジ
ェクタシステム。
【請求項１３】
　前記カセット本体（１３）は、前記インジェクタ（３１）上に枢動可能に配置され、保
管位置から注入位置に枢動可能であることを特徴とする請求項１０乃至１２のいずれかに
記載のインジェクタシステム。
【請求項１４】
　前記カセット本体（１３）の回転方向を定めるための手段が設けられる、
ことを特徴とする請求項１３に記載のインジェクタシステム。
【請求項１５】
　前記カセット本体（１３）を枢動後に注入位置にロックさせる手段が設けられることを
特徴とする請求項１０乃至１４のいずれかに記載のインジェクタシステム。
【請求項１６】
　前記円筒形ジャーナル容器（４１）内に配置されるバネ要素（２２）は、前記ジャーナ
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ル（１５）が少なくとも２つのロック位置をとることができる受入開口を有することを特
徴とする請求項１２に記載のインジェクタシステム。
【請求項１７】
　前記インジェクタ本体（３５）及びインジェクタノズル（３３）は、支持体（３７）上
で互いに分離して配置され、前記インジェクタノズル（３３）及び前記インジェクタ本体
（３５）間の距離は、前記カセット本体（１３）が前記アパーチャ（３９）内に回転可能
に配置することができるように設計されることを特徴とする請求項１０乃至１６のいずれ
かに記載のインジェクタシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１のプレアンブルに記載のカセットに関し、更に請求項１０のプレア
ンブルに記載の挿入システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、白内障手術において、眼球内レンズ（ＩＯＬ）として知られる人工レンズは、眼
の水晶体嚢に標準的にインプラント処理（挿入）される。手術中、通常２～４ｍｍの眼球
切開が形成され、ここを通って生来の眼のレンズが取り出されてインプラントと交換され
る。生来の眼のレンズを取り出すためには、最初に超音波で生来の眼のレンズを破壊し、
次いで切開により取り出される。生来の眼のレンズを取り出した後、人工レンズは、折り
畳んだ状態で切開を通して水晶体嚢に導入する。折り畳みレンズが水晶体嚢に導入される
とすぐに、レンズは元の形状に開かれる。
【０００３】
　手術ツール及びインプラントの改善によって、手術者は、切開をこれまでよりも小さく
することが可能になる。現在では、生来の眼のレンズは、約２ｍｍの切開でさえこれを通
して取り出すことができる。しかしながら、このことは、同じ切開を通して眼球内レンズ
を挿入できる場合にだけ意味がある。
【０００４】
　眼球内レンズの挿入において、レンズを装填することができ、次いで、インジェクタを
用いてレンズが送出できカートリッジが近年開発されてきた。このタイプのカートリッジ
及びインジェクタの実施例は、米国特許第４，６８１，１０２号，第５，５８２，６１４
号、第５，９４７，９７５号、及び米国特許出願公開第２００４／０１９９１７４号によ
り周知である。
【０００５】
　米国特許第第４，６８１，１０２号によるインジェクタ装置では、レンズを折り畳む装
置として具現化されるカートリッジとインジェクタノズルとは別個の部品である。カート
リッジは、インジェクタハウジング内に挿入することができ、その結果、インジェクタノ
ズルをインジェクタハウジングの正面にネジ止めすることができる。
【０００６】
　米国特許第５，５８２，６１４号によるインジェクタ装置及び最近の周知のインジェク
タ装置では、カートリッジは、折り畳み装置及びインジェクタノズルの一体部品から構成
される。
【０００７】
　米国特許出願公開第２００４／０１９９１７４号は、図２において、インジェクタハウ
ジングがピストンを受けるシリンダ、レンズ折り畳み装置、及びインジェクタノズルの一
体部品から構成される。
【０００８】
　最も一般的に使用されている眼球内レンズは、親水性材料から作られる。このタイプの
レンズは、製造業者により滅菌状態にパックされた液体浴内で配送される。
【０００９】
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　液体中での保管は、レンズが完全に乾燥するのを防ぐ必要がある。手術中、レンズがパ
ッケージから取り出され、カートリッジに挿入しなくてはならず、その結果、次いで、カ
ートリッジをインジェクタに装填することができる。これらは極めて小さい弾性構造であ
るので、カートリッジを取り付けている間、レンズが折り畳み中に落ち又は飛び出し、従
って滅菌を失う一定のリスクがある。
【００１０】
　米国特許出願公開第２００５／００４９６０５号は、インジェクタ本体と、該インジェ
クタ本体に隣接したインジェクタノズルとを備えた装填済み注入装置を開示している。イ
ンジェクタノズルは、インジェクタ本体に隣接してＩＯＬを受ける役割を果たすアパーチ
ャを有する。ＩＯＬは、応力を受けていない状態では、上方から挿入できる取付具により
アパーチャ内に保持される。相互に分離するガイド要素がアパーチャの片側で該アパーチ
ャ上に側方にモールド成形される。ガイド要素は、注入装置の長手方向の延長部に垂直に
変位可能な可動圧縮負荷を受けるよう機能する。圧縮負荷を用いてＩＯＬを圧縮し、取付
具が取り外されると、注入の準備が整った状態になることができる。第２００５／００４
９６０５号の注入装置は、製造業者によりＩＯＬが既に装填されており、滅菌パッケージ
内に送出されている。第２００５／００４９６０５号の注入装置の利点は、ＩＯＬは既に
注入装置に挿入されており、手術者が直接把持する必要がもはやないことである。それで
も尚、この注入装置の欠点は、レンズは液体中に保管することができないので、この装置
は疎水性のレンズにのみ好適であることである。
【００１１】
　米国特許出願公開第２００７／００６０９２５は、親水性レンズの予装填も可能にする
システムを開示している。この事例では、システムは遠位部と近位部とに分割される。遠
位部は、この事例ではレンズ（ＩＯＬ）、レンズコンテナ、及びカートリッジを包含し、
滅菌され、液体で充填された追加の気密シールされたコンテナ内に共に保管される。コン
テナが開放されると、遠位部及び近位部は、作業員が組み立てなければならない。コンテ
ナ（バイアル）において組み立てた形態でも近位及び遠位部を滅菌できる可能性について
も言及されているが、これには極めて大きなコンテナと大量の液体が必要とされる。この
提案の解決策の欠点は、コンテナを開いたときに液体が流出することが含まれる。このタ
イプのシステムは、そのサイズを考慮すると扱いにくく、特に顧客の立場を考えたもので
はない。
【００１２】
　柔軟な眼球内レンズ（ＩＯＬ）用のカセット及びインジェクタは、ＷＯ０３／０４９６
４５から周知である。カセットは、ベース部と、該ベース部に連接されたリッドとから構
成される。レンズを受ける役割を果たす中空スペースは、リッド及びベース部内に形成さ
れる。入口開口及び出口開口及び出口開口は、カセットの相互に対向する側部に設けられ
る。プランジャが入口開口を通ってカセット内に導入され、レンズを出口開口に通して排
出するようにする。インジェクタ上の対応する部品と相互作用する役目を果たす突起が、
ベース部上及びリッド上に設けられる。ＷＯ０３／０４９６４５のカセットはまた、親水
性レンズを受けるのに好適である。この事例では、レンズを内部に受けるカセットは、液
体が充填される気密シール可能コンテナ内に置かれ、コンテナ内で滅菌される。作業員に
よりコンテナが開放されると、カセットはインジェクタ内に挿入される。或いは、予めイ
ンジェクタ上にカセットを取り付け、液体が充填されたコンテナ内でインジェクタ全体を
気密シールすることが提案されている。しかしながら、これも同様に大型のコンテナを必
要とし、ユーザにとって好都合ではない。
【００１３】
　米国特許出願公開第２００２／００７７６３３は、インジェクタ及びカセットを備えた
変形可能眼球内レンズ用のインプラントシステムを開示している。カセットは、カセット
下側部分とカセット上側部分とから構成され、これらは共に接合されてレンズを受けるた
めのスペースを定める。カセットは、相互に対向する側部において、インジェクタのピス
トンが貫通できる開口を有する。インジェクタ上の凹部に収まる突起は、カセット下側部
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分の底部にある。カセットがインジェクタに装填された場合、該カセットは正確に位置決
めされ、開口は変位可能ピストンと同軸である。
【００１４】
　上記で説明された全てのカセットは、インジェクタピストンの通過及びレンズの送出の
ために開口が閉鎖されていない点で共通している。従って、液体内に保管されなければな
らないレンズの保管は、全ての事例において、液体が充填され且つカセットが気密シール
された状態で保管できる別のコンテナを必要とする。
【００１５】
　上記で説明したように、親水性ＩＯＬが既に予装填されているカセットは、商業的に入
手可能である。インジェクタは、インジェクタノズルの前に、カセットが挿入される挿入
容器を有する。カセットは、保管液体共にコンテナから取り出され（湿潤パッケージ）、
インジェクタに挿入される。輸送中にカセットないでＩＯＬが滑るのを防ぐために、カセ
ットは相互連結装置を備える。カセットがインジェクタの挿入装置内にあると直ぐに、相
互連結が破断し、ＩＯＬが放出されて眼に注入される。ＩＯＬを保護するカセット内で該
ＩＯＬがインジェクタに移送されることが有利である。それでも尚、カセットの欠点は、
これが極めて小型で、その結果２つの指を用いて把持するのが困難なことである。別の欠
点は、ＩＯＬがパッケージから取り出され、インジェクタピストンを導入し且つＩＯＬを
排出する役割を果たすカセットの開口を介してインジェクタ内に固定されるまでに外部環
境と直接接触することである。従って、カセットを偶発的に落下させてしまうと、ＩＯＬ
が使用できなくなる可能性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】米国特許第４，６８１，１０２号
【特許文献２】米国特許第５，５８２，６１４号
【特許文献３】米国特許第５，９４７，９７５号
【特許文献４】米国特許出願公開第２００４／０１９９１７４号
【特許文献５】米国特許出願公開第２００５／００４９６０５号
【特許文献６】米国特許出願公開第２００７／００６０９２５号
【特許文献７】ＰＣＴ国際公開ＷＯ０３／０４９６４５
【特許文献８】米国特許出願公開第２００２／００７７６３３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　従って、本発明の目的は、ＩＯＬの外科的使用中に必要な所要の手動介入の回数を最小
限にするカセット並びにカセット及びインジェクタから構成されるインジェクタシステム
を提案することである。別の目的は、特に液体中に保管されるレンズを製造中にできるだ
け迅速に装置に装填でき、装填後に手術までカセット無しで、この事例では追加の湿潤コ
ンテナ内に保管されなければならないインジェクタ全体を確実に位置決めしたままにする
方法に関する手段を開示している。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明によれば、最初に述べたタイプのカセットにおいて、これは、カセットが閉鎖さ
れたときに前記カセットリッドが受入スペース及び開口を閉鎖する点で達成される。本発
明によるカセットは、カセットリッドが外部環境から受入スペースを気密シールするので
、親水性レンズがカセット内で直接滅菌され、比較的長時間保管することができるという
、従来使用していたカセットよりも優れた利点を有する。次いで、カセットは、滅菌の前
に注入装置に挿入されて、該注入装置共に滅菌した後、使用できる状態にすることができ
る。或いは、カセットはまた、注入装置とは別個に滅菌し、レンズのインプラントの直前
に注入装置に挿入してもよい。この２つの手順は、手術者がレンズを把持すること、又は
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他の手動の装填動作を実施することが必要ではないという利点がある。レンズは、カセッ
ト内で予め滅菌されるのが好ましい。この目的において、カセットは、１２０℃を上回る
ＩＯＬ要求温度の滅菌に好適な生体適合性プラスチック材料から作られるのが好ましい。
【００１９】
　好ましくは、カセットリッドの縁部とカセット本体との間にシールが設けられる。シー
ルは、受入スペースの外部環境からの確実なシール処理を保証する。原理的には、カセッ
トリッド及びカセット本体は異なる形態を有することができる。しかしながら、リッドが
カセット本体の開口をシールできることは重要である。原理的には、リッドは、１、２、
又は複数の部品で設計することができる。有利には、カセット本体は、嵌合的にカセット
リッド内に少なくとも部分的に受けられる。好都合には、シールは、カセット本体のハウ
ジング外周にある周辺溝に構成される。
【００２０】
　有利には、カセットの第１の結合手段は、インジェクタの第２の結合手段と回転可能に
相互作用する。これらの結合手段は、異なるように構成することができる。好ましい実施
形態において、第１の結合手段はジャーナルにより形成することができ、第２の結合手段
は、ジャーナル容器により形成することができ、或いはその逆であってもよい。有利な実
施形態によれば、例えば、突起又はアンダーカット及び相互作用するロック位置の形態の
相互に作用するロック手段はまた、カセット及びインジェクタ上に設けられる。ロック手
段は、該カセットがインジェクタに挿入されたときに、カセット及びインジェクタが破壊
することなく互いに分離可能にされるのを防ぐのが好ましい。
【００２１】
　有利には、カセット本体は、カセットリッドがカセットの閉鎖状態で載ってシールを形
成することができる周辺シール縁部を外部に有する。好都合には、カセットリッド及びカ
セット本体を共に解除可能に接合するために、カセットリッド及びカセット本体上に相互
連結手段が設けられる。好ましくは、これらの相互連結手段は、相互に対向する側部でカ
セット本体と相互作用することができる枢動レバーとして設計される。枢動レバーは、こ
の事例では、カセットリッドの短側部において２つのモールド成形の延長部上に回転可能
に配置される。枢動レバーの相互連結位置では、カセットリッドは、カセット本体を圧迫
する。リッド壁とシール縁部の相互作用は、滅菌プロセス中に必然的に生じる過剰圧力か
らカセット本体を確実にシールする。上述の相互連結システムの代わりに、カセットリッ
ドとカセット本体との間にスナップ接続部を形成することも考えられる。このスナップ接
続部は、リッド及びカセット本体上に設けられるアンダーカット及びロック位置により形
成することができる。
【００２２】
　本発明の目的はまた、請求項１から１０の何れか１項によるカセットがアパーチャ内に
配置され、又は配置することができることを特徴とする、請求項１１のプレアンブルに記
載のインジェクタシステムである。本発明によるインジェクタシステムは、完全に滅菌状
態でシステムを送出することができ、カセット本体を既に送出状態にしてインジェクタシ
ステムに一体化することができるという利点を有する。結果として、ＩＯＬはもはや手術
前にインジェクタに装填する必要はない。
【００２３】
　上述のカセットは、好都合には、インジェクタノズルとインジェクタ本体との間に設け
られるアパーチャ内に構成され、インジェクタノズルとインジェクタ本体との間の距離は
、カセット本体がアパーチャ内で少なくとも９０°回転できるように設計される。或いは
、閉鎖したカセットはまた、開口が注入装置の長手方向で軸方向に既に向けられているよ
うに注入装置上に配置することができる。これは、カセットがＩＯＬの注入前に装填され
る必要がないという利点を有する。しかしながら、この事例では、カセットリッドが取り
外されたときに、カセット本体と注入ノズルとの間に小さなギャップが存在することにな
る。このギャップは、注入ノズル及び／又はカセット本体が互いに軸方向に移動可能なよ
うに支持体上に配置され、注入ノズル及びカセット本体が、注入前及びカセットリッドが
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取り外されたときに互いに押し合うことができるようになる。カセット及び／又はノズル
は、好適な拘束又はロック手段をカセット本体及び支持体上に設けることによって互いに
対して固定することができる。
【００２４】
　有利には、インジェクタ本体及びインジェクタノズルは、支持体上にモールド成形され
る。この支持体は、該支持体へのカセットの安定した締結が確保され、カセット本体の開
口が注入中にインジェクタピストンと同軸に配置されるという利点がある。
【００２５】
　好都合には、カセット本体をインジェクタに接続して向きを定めるために、カセット本
体及び支持体上に結合手段が設けられる。好ましい実施形態において、ジャーナルは、カ
セット本体上に具現化され、円筒形ジャーナル容器が支持体上に具現化される。ジャーナ
ル及びジャーナル容器は、カセット本体が誘導円形経路上で回転できるという利点がある
。クリップは、カセット本体を確実で経済的な方法で支持体に固定する。クリップは、該
クリップを破壊することによってのみインジェクタから再度カセットを取り外すことがで
きるように具現化することができる。
【００２６】
　操作誤差を排除するために、カセット本体の回転方向を定め、カセット本体が枢動後に
注入位置にロックされるようにする手段を設けることが有利である。
【００２７】
　誤った回転方向を回避するために、ジャーナル（１５）は、カセット本体（４１）の長
手方向軸線に同心状にカセット本体（１３）の下面にて具現化される。カセット本体が誤
った回転方向で設けられた場合、カセット本体の一方端が支持体に当接する。
【００２８】
　ジャーナルが多角形の形にされる特別な設計特性の結果として、ジャーナルは、保管位
置及び注入位置でバネ要素内にロックされる。
【００２９】
　バネ要素は、好都合には、ジャーナル容器内に配置され、ジャーナルが少なくとも２つ
のロック位置をとることができる受入開口を有するバネ要素を含む。バネ要素は、ジャー
ナルまたはジャーナルにモールド成形されたカセット本体を、インジェクタ上に種々の回
転位置でロックさせる。
【００３０】
　概略的な図面を参照しながら本発明を以下で詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】インジェクタから構成されるインジェクタシステムと、カセット本体及びカセッ
トリッドから構成されるカセットの分解組み立て図である。
【図２】ＩＯＬを受けるためカセット本体を通る長手方向断面を示す図である。
【図３】保管位置のカセット本体を備えたインジェクタの詳細部を通る長手方向断面図で
ある。
【図４】注入位置のカセット本体を備えたインジェクタの詳細部を通る長手方向断面図で
ある。
【図５】インジェクタ及び閉鎖された取り付けカセットから構成されるインジェクタシス
テムの平面図。
【図６】上昇したカセットリッドを備えた図５からのインジェクタシステムの斜視図であ
る。
【図７】カセットリッドが取り外された、図５からのインジェクタシステムの斜視図であ
る。
【図８】カセットが注入可能位置にある、図５からのインジェクタシステムの斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
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【００３２】
　図１から８は、ＩＯＬ１２を保管する役割を果たすカセット１１を示す。カセット１１
は、図１及び２に詳細に示される。カセット１１は、カバー１４により部分的に閉鎖され
るカセット本体１３と、流体密封でカセット本体１３を閉鎖するカセットリッド２３とか
ら構成される。カセット１１を用いて、インジェクタ３１のアパーチャ３９内にＩＯＬ１
２を注入することができる（図１及び３から８）。
【００３３】
　カセット本体１３は、ＩＯＬ１２を受けるためのスペース１９を有する。受入スペース
１９において受けるＩＯＬ１２を排出するためにインジェクタピストン２０が延びること
ができる開口１７ａ、１７ｂは、カセット本体の対向する側壁に設けられる。突起、抑え
装置及び同様のものなどの手段は、受入スペース１９に設けられ、ＩＯＬ１２を正確な定
められた位置に固定することができる。インジェクタ３１のジャーナル容器４１内に嵌合
的に挿入できるジャーナル１５は、カセット本体１３の下面にモールド成形又は配設され
る（図２から４はカセット１１及びインジェクタ３１の詳細を示す）。ジャーナル容器４
１は、アパーチャ３９内の支持部３７の上側で中心に設けられる。ジャーナル１５又はカ
セット本体１３は、クリップ４３によりジャーナル容器４１内に回転可能に固定される。
クリップは、装着された状態でジャーナル１５の円筒容器４７を通って延びる２つの可撓
性フック４５を有し、この容器は中心ラインとして回転軸１８を有する。可撓性フック４
５は、この事例では、容器４７に対して横方向に向けられた２つのアパーチャ４９にロッ
クされる。カセットがインジェクタに挿入されると、クリップ４３は、カセットが再度取
り外し可能になるのが阻止される。
【００３４】
　カセットがインジェクタ３１に挿入されると、ジャーナル１５を通って延びる回転軸１
８の周りのカセット本体の回転が可能になる。この事例では、カセット本体は、整列され
た開口１７ａ、１７が注入方向に対して横断して位置付けられる保管位置から、開口１７
ａ、１７が注入方向と整列される注入位置に枢動できるようにされる。ジャーナル１５は
、断面が正八角形として設計される。ジャーナル容器４１に挿入されるバネ要素２２は、
カセット本体が注入位置に枢動するようにされると、カセット本体１３を固定する役割を
果たす。バネ要素２２は、２つの延長部５１ａ、５１０ｂによってジャーナル容器４１内
に支持され、インジェクタ３１に対する望ましくない回転を阻止するようにする。バネ要
素２２は、延長部５１ａ、５１ｂに加えて、延長部５１ａ、５１ｂがモールド成形される
正八角形滅菌リングから構成される。八角形リング５３は、八角形ジャーナル１５を嵌合
的に囲む。バネ要素２２をインジェクタ３１上にモールド成形することも考えられる。
【００３５】
　カセット本体１３が保管位置から注入位置に回転されると、注入位置においてジャーナ
ルの側部がリング５３の側部上に再度載るようになり、ジャーナル１５がリング５３をロ
ックするまで、リング５３はジャーナル１５を弾性的に放出する。ジャーナル容器におけ
る八角形リングの回転を可能にするように、八角形リングがジャーナル容器から離れて設
定されることが重要である。
【００３６】
　カセット本体１３が注入位置に正確に向けられるのを確保するには、方向矢印をカバー
１４の上に可視にすることができる。また、ジャーナル１５をカセット本体１３の下面に
偏心してモールド成形することも考えられる。誤った方向で回転している間、カセット本
体１４は、注入位置になる前にインジェクタ３１に当接する。
【００３７】
　カセット１１の閉鎖状態でカセットリッド２３がその上に載りシールを生成する周辺リ
ングシール２１は、カセット本体１３の外部に設けられる。リングシール２１は、周辺溝
３２で受けられる。また、カセット本体１３上ではなく、カセットリッド上に溝を設ける
ことも考えられる。２つの延長部２４は、短側部にてカセットリッド２３上にモールド成
形される。枢動レバー２５は、延長部の各々に中心に及び回転可能に配設される。カセッ
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トリッド２３によるカセット本体１３の閉鎖中、枢動レバーが９０°回転される。成型相
互連結延長部２６は、カセット本体１３の長側部の底面において形成された相互連結アパ
ーチャ２７と係合する。リッドの縁部はリングシール２１を圧迫する。これにより保管液
体の望ましくない放出が確実に防止される。カセット１１は、１２０℃を上回る従来の滅
菌温度に耐える生体適合性プラスチック材料から作られる。
【００３８】
　図５から８は、支持体３７上に成型される注入ノズル３３及びインジェクタ本体３５を
備えたインジェクタ３１を示している。インジェクタピストン２０は、注入ノズル３３か
ら遠隔の端面から注入本体３５に延びる。注入ノズル３３及びインジェクタ本体３５は、
注入ノズル３３及びインジェクタ本体３５間でカセット１１を受ける役割を果たすアパー
チャ３９を形成するようにして支持体３７上に配設される。アパーチャ３９の長さは、開
口１７ａ及び１７ｂ間の距離に正確に対応する。その結果、カセット本体１３の注入位置
において、カセット本体１３と注入ノズル３３との間又はカセット本体１３とインジェク
タ本体３５との間の移行はギャップ無しである。
【００３９】
　本発明による注入システムは、以下のように機能する。すなわち、製造中、カセット本
体１３は、相互に整列した開口１７ａ、１７ｂが注入方向に対して横方向に配設され、次
いで滅菌（例えば、ＥＴＯ、ガンマ線、又はオートクレーブ処理）されるようにして、イ
ンジェクタ３１上に固定されたカセットリッド２３により気密シールされるＩＯＬ１２及
び保管液体を備える。カセット１１が横方向に設置されることの結果として、カセットリ
ッド２３と共にカセット１１をインジェクタ３１上に固定するためのスペースが存在する
。続いて、予装填された注入システムは、シースルーパッケージ内に滅菌形態にパックさ
れて顧客に出荷することができる。インジェクタシステムの送出状態は図４から分かる。
眼球内レンズが液体中で受けられるので、受入スペースは外部環境から気密閉鎖され、レ
ンズは、数ヶ月及び数年でも問題なく保管することができる。しかしながら、インプラン
トの直前にカセットだけを滅菌してインジェクタに取り付けることも考えられる。
【００４０】
　ＩＯＬの間近の注入において、ユーザは、パッケージから予装填インジェクタシステム
を取り出し、２つの枢動レバー２５を開いて、カセットカバー２３を取り除く。保管液体
は、適切な場合取り除かれる（図５）。その後、ＩＯＬ受入スペース１９及びインジェク
タノズルが潤滑剤で充填され、カセット本体１３は、ガイドジャーナル１５が窪み４５内
にロックされるまで９０°回転される。この位置において、カセットは正確な向きにされ
、インジェクタピストンが開口１７ａを通って受入スペース１９内に貫通し、ＩＯＬを開
口１７ｂに通してインジェクタノズルに、更に該インジェクタノズルから排出する。
【符号の説明】
【００４１】
１１　カセット
１２　ＩＯＬ
１３　カセット本体
１４　カバー
１５　ジャーナル
１６　誘導ジャーナル
１７ａ，１７ｂ　開口
１８　回転軸
１９　受入スペース
２０　インジェクタピストン
２１　リングシール
２２　バネ要素
２３　カセットリッド
２４　延長部
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２５　枢動レバー
２６　相互連結延長部
２７　相互連結アパーチャ
３１　インジェクタ
３２　周辺溝
３３　注入ノズル
３５　インジェクタ本体
３７　支持体
３９　アパーチャ
４１　ジャーナル容器
４３　クリップ
４７　円筒形容器
４９　アパーチャ
５１　延長部
５３　八角形リング

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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